
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責 菅原 しのぶ） 

 

 

 

 宮城教育大学附属特別支援学校                    令和５年㸷月５日(火) No.６ 

教育目標 
䠍 児童生徒一人一人䛾発達䛻応䛨䛯適切䛺教育䜢行䛔䠈心身䛾調和的䛺発達䜢図䜚䜎䛩。 

䠎 社会䛾一員䛸䛧䛶䠈心豊䛛䛷䛯䛟䜎䛧䛟生䛝䜛力䜢身䛻付䛡䛯子供䛾育成䜢目指䛧䜎䛩。 

TEL  022-214-3353   FAX  022-214-3362    URL 㸸 https:// tokushi.miyakyo-u.ac.jp 

学ఄだより 

௓属એఐ支援学校 ඝො５૙夏の思い出 
㸵月２２日（土）から㸶月２３日（水）まで３３日間の夏休みが終わりました。今夏は初めて経験するような

猛暑が続きましたが、ご家庭で熱中症対策、感染症対策をはじめ、お子様の健康管理に努めていただきましたこ

とから、㸶月２４日は、太陽に負けないぐらいまぶしい子供たちの笑顔と、弾けるよ 

うな元気な声が青葉山に戻ってきました。新型コロナウイルス感染症が５類に移行し 

て迎える長期休み、各地で様々なイベントもあり、教師や友達に夏休みの思い出を楽 

しそうに話す様子が各学部や教室で見られました。 

学校の夏休みの思い出は研修と、夏休み明けに充実した教育活動を進めるための環 

境整備と授業の準備です。児童生徒の安心・安全を守り、実りの秋に向けて児童生徒 

一人一人がもつ「４つの種」が実を結ぶように、努めて参ります。 

 

安全のడ持と専೧性の向上を೜指す 
㸶月２２日（火）、木工機械の操作について専門

家から安全な使用方法を学び、教育活動に生かして

いくことをねらいとして、本校教職員を対象とした

「安全対策研修会」を、宮城教育大学で「もの作り」

を専門としております、水谷好成先生と荒明聡先生

をお招きし行いました。水谷先生は本校元校長、荒

明先生は中学校での技術科教員を経験されていた

ことから、本校の作業活動や木工室利用の視点から

即実践につながるようなお話を実際に機械を動か

しながら、説明してくださいました。ご指導ご助言

いただいたことを日々の教育活 

動に生かして参ります。 

౯たちの飾りもきれいだよ！ 
㸶月１日（金）、小学部の児童が制作した七夕飾

りを、仙台七夕祭りに向けてアーケードに飾りま

した。新型コロナウイルス感染症が５類に移行し

たことから、４年振りに児童が参加できるように

なりました。アーケードの天井から吊す前に、飾

りの破れ等がないかを丁寧に見たり触ったりしな

がら確認しました。飾りが天井から吊されると、

吹き流しが揺れる様子をうれしそうに見上げてい

ました。 


